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研究成果の概要（和文）：　本研究では、人間を含む動物の生殖発生をめぐる論争史を通してみた西洋古代の人
間観の特質を示すものとして、つぎの二点を明らかにした。
　１）アリストテレスの発生理論は「精液は運動の始原を提供するものとして、雄のみに帰属する」という前提
に立っている。これは「精液は両性の全身からやってくる」という考え方に立って説明を試みたヒッポクラテス
医学派の医師たちの説に対する批判的応答と解することができる。２）ガレノスの発生理論は、プラトンの魂の
三部分説に立った人体理解と「精液」を両性に帰属させたヒッポクラテス医学派の医師たちの説に依拠する一方
で、アリストテレスの発生理論に対しては、根本的修正をせまるものである。

研究成果の概要（英文）：  This research has elucidated two aspects as features which may 
characterize the development of the view of humanity in Classical Antiquity focused on the debate 
about the generation of animals,including humans.
  1) Aristotl's doctrine of the genaration of animals, based on his hylomorphic theory that only a 
male provides semen as the source of movement, would be regarded as a critical response to 
Hippocratic doctors who developed their view of reproduction and generation of humans on the basis 
that semen comes from every part of the whole body of both parents.
  2) Galen's doctrine of the reproduction and generation of humans, which has as its theoretical 
grounds (1) Platonic theory of tripartite theory of soul and (2) Hippocratic view of semen 
attributed to both parents, goes directly against (3) Aristotle's doctrine of the generation of 
animals, which may be incompatible with Galenic conception of semen.

研究分野：西洋古典学　西洋古典古代の科学思想史（おもに医学思想史）

キーワード： 動物の生殖発生をめぐる論争史　西洋古代の人間観　古代ギリシア・ローマの医学者たち　ヒッポクラ
テス　プラトン　アリストテレス　初期アレクサンドリアの医学者たち　ガレノス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、人間を含む動物の生殖発生をめぐる論争史を概観することによって、古代ギリシア・ローマの医学
者たちが西洋古典古代の人間観の展開にどのような貢献をなしたかを明らかにしている。本研究を進めるにあた
っては、西洋医学史研究や古代哲学研究といった専門領域の枠にとらわれず「西洋古代の思想文化史」という幅
広いパースペクティブに立って、これまでの専門領域を横断するという手法をとっている。それによって、従来
の単視眼的な手法では解明され得なかった西洋古代の人間観の複雑さや多面性を理解するための新たな視座を提
供するとともに、新しい学術的地平を開拓しているという点において、その学術的価値や社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 究開始 初研 当 の背景 
（１）研究者は、経験科学としての医学を誕生させた古典期ギリシアの精神風土を、思想文化
史的観点から明らかにするという研究に長年にわたって取り組んできた。この間、ギリシアの
医学者たちの人間理解の方式を同時代の哲学者たちの人間観と比較しつつ、その基本的特質を
明らかにしていくことによって、ヨーロッパの歴史文化の源流の一つにあたる西洋古典古代の
精神風土が形成され、それが多面的に展開していく過程において、医学者たちがなした独自の
思想的貢献の足跡を検証することに、おもに力を入れてきた。 
（２）こうした学術的関心に沿った研究者自身のこれまでの研究の展開において、人間を含む
動物の生殖発生をめぐる論争史に目を向けることが、新たな研究課題として意識され始めた。
人間を含む動物の生殖発生のメカニズムやその原因などをめぐる西洋古代の論争の歴史を辿る
ことは、生物学・発生学の歴史に特化した研究に大きく寄与するだけではない。それは、医学
者たちの人間理解を同時代の哲学者たちの人間観と比較しながら、その特質を解明するという
手法にもとづく研究者の研究の進展にとって、新たな角度から考察の手がかりを与えるのでは
ないかと考えたわけである。 
 
 
２． 究研 の目的 
（１）本研究は「動物の生殖発生をめぐる論争史を通してみた西洋古代の人間観の思想文化史
的解明」という研究課題名に端的に示されているように、人間を含む動物の生殖発生のメカニ
ズムやその原因などをめぐる論争の歴史を丹念に辿ることによって、そこから明らかになって
くる西洋古代の人間観の特質を、古典ギリシア語・ラテン語の原典資料等にもとづいて実証的
に解明していくことを目的としたものである。 
（２）本研究では，紀元前５世紀にヒッポクラテス（c.460-375 BC）によって経験科学として
確立されたギリシア医学が、この論争の初期の段階からその展開と帰趨にきわめて大きな影響
を与えたという事実に着目する。ヒッポクラテスやガレノス（129-c.210 AD）に代表される古
代ギリシア・ローマの医学者たちが、人間を含む動物の生殖発生をめぐる論争に参画すること
を通して、ギリシア古典期からヘレニズム期を経由して、ローマ期にいたる西洋古代の人間観
の展開にどのように貢献したかという点を思想文化史的観点に立って明らかにしていくことが、
本研究の主眼ということになる。 
 
 
３． 究研 の方法 
（１）令和元年度（2019年度）には、人間を含む動物の生殖発生をめぐる論争の初期の段階に
おいて、ヒッポクラテス医学派の医師たちが、この論争の焦点となる基本的な課題、すなわち、
（ア）「精液」（スペルマ）および「月経血」（カタメーニア）の本質をめぐる問題、（イ）男女
（雄雌）の性別決定の問題、（ウ）親子間や同族間の類似性をめぐる問題などの究明にどのよう
にかかわってきたのかという点に注目しつつ、考察を進めた。 
（２）令和二年度（2020年度）には、アリストテレス（384-322 BC）の動物学関係の一連の論
考のうちで、おもに『動物の発生について』と題する論考を、最も主要な資料的典拠の一つと
して取り上げ、動物の生殖発生のメカニズムやその原因などをめぐる、アリストテレス以前の
哲学者たちや医学者たちの諸説に対して、アリストテレスがどのような観点に立って批判的検
討を加えているかに焦点をあてるとともに、アリストテレス自身の動物の発生理論の基本的な
特徴と問題点を明らかにしていった。 
（３）令和三年度（2021年度）には、以上の論争が、ヘレニズム期以降の医学者たちや同時代
の哲学者たちによる議論をへて、ローマ期の医学者たちや同時代の哲学者たちに、どのように
して受けつがれていったかを見究めることに軸足を移すとともに、最終的に、この論争がどの
ような決着をみることになるのかという点に焦点をあてた。 
この作業を進めるにあたって、研究者は、ガレノスの『精液について』（全二巻）と『胚子の
形成について』と題する論考を手がかりとして、この医学者の発生理論とその特質を明らかに
するための作業に重点を置いた。けれども、この作業を進めていく過程において、ガレノスの
諸論考の中で、別のテーマについて主題的に論じながら、発生の問題にも論及している、その
ほかの諸論考（『子宮の解剖について』や『身体諸部分の用途について』第十四巻など）も考察
の対象とする必要が生じた。 
（４）以上のような追加的な考察の結果として、本研究は、計画自体を当初の予定から一年間
延長するという対応をとることによって、最終的に、令和四年度（2022年度）末をもって決着
したというわけである。 
 
 
４． 究成果研  
本研究の研究成果としては、おもに、以下の二点にまとめることができる。 



 １）アリストテレスの発生理論とヒッポクラテス医学派の医師たちによる人間の生殖発生に
関する説について 
アリストテレスの発生理論は「精液は運動の始原を提供するものとして、雄のみに帰属する」
という前提に立っている。アリストテレスの発生理論は「精液は両性の全身からやってくる」
という考え方に立って、人間の生殖発生のメカニズムやその原因などについて原理的な説明を
試みたヒッポクラテス医学派の医師たちの説に対する批判的応答と解することができるのでは
ないか。 
アリストテレスは、かれ自身の哲学の根幹をなす「素材形相論」（hylomorphism）にもとづい
て、先述の課題（ア）～（ウ）に対して、きわめて明確な説明を与えている。アリストテレス
は、男性（雄）が「精液」の放出を通して人間の「形相」（エイドス）を提供するのに対して、
女性（雌）は生まれてくる子供の体の「素材」にあたる「月経血」を提供すると主張している。
アリストテレスによる説明は「精液は男女両性の全身からやってくる」という考え方（後世の
「パンゲネシス（汎生説）」の祖型にあたるもの）に立って、課題（ア）～（ウ）に対して原理
的説明を試みたヒッポクラテス医学派の医師たちの説を明確に念頭に置きつつ、かれらの説を
手厳しく批判することを通して、「素材形相論」を前提とした自らの発生理論の正しさ、ないし
妥当性を主張することを目的としていると解することができる。 
２）アリストテレスの動物の発生理論対するガレノスによる人間の生殖発生をめぐる理論に
ついて 
医学者ガレノスによる人間の生殖発生をめぐる理論は、（１）プラトンの「魂の三部分説」に
立った人体理解と（２）「精液」を男女両性に帰属させたヒッポクラテス医学派の医師たちの説
に依拠する一方で、（３）アリストテレスの発生理論に対しては、これに根本的な修正をせまる
ものとして解することができる。 
ガレノスは、ヒッポクラテスの医学文書中の『生殖について』・『子供の自然本性について』・
『疾病について』第四巻から構成されている一連の論考、アリストテレスの動物学論考（『動物
の発生について』など）の論述内容を丹念に分析するとともに、初期アレクサンドリアの医学
者たち—―ヘロピロス（c.330-250 BC）やエラシストラトス（c.320-240 BC）など――によって提
供された解剖学的知見に自分自身の経験や知見などを加えながら、人間の生殖発生をめぐる先
人たちの諸見解に対して批判的な議論を展開するなどして、きわめて独創的な説を展開してい
る。 
ガレノスの発生理論の主な特徴としては、（１）人体の構造および働きについては、プラトン
の「魂の三部分説」に基づく人体理解を前提としていること、（２）人間の生殖発生の仕組みを
めぐっては「精液」を男女両性に帰属させたヒッポクラテス医学派の医師たちの考え方に基本
的に依拠していること、その一方で、（３）「素材形相論」を前提としたアリストテレスやかれ
の支持者たちの発生理論に対しては、これらに抜本的な修正を迫るという考え方に立っている
という点を指摘することができる。 
以上のように考えた場合、ガレノスによる人間の生殖発生めぐる理論は、人間を含む動物の
生殖発生をめぐる論争史の延長線上

．．．．
にあって、この論争の過程で提示されてきた医学者たちや

哲学者たちの諸説を統合しつつ、この論争の歴史に対して、最終的な決着をつけることを目標
としたものであると解することができる。 
 
 以上のことを、本研究課題にもとづく研究成果として提示する。 
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